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（前回の続きです） 

 

 

 

【会社】現業機関での柔軟な働き方推進の趣旨を踏まえ、現業機関における業務量については、年間を通した

平均的な業務量の基準として、「変形等」「交代」「乗務員」の 1日当りの出面数(作業ダイヤ数)を「管理・

一般」に分けて示すこととする。なお、上長の指示で管理者が一般社員の業務を行うことや、一般社員

が管理者の業務を行う場合がある。また、業務の繁閑等に応じて、作業ダイヤを柔軟に設定(出面数や

勤務種別の変更)することとする。時代や環境の変化に柔軟に対応し、変革をスピードアップさせるた

めに仕事と組織を見直すものであり、働きがいの向上や経営体質の強化を実現していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．東京信号通信設備技術センター信号セクション安全グループにおける「年間を通した平均的な業務量の

基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと 

https://www.jtsu-e-tokyo.org/
https://twitter.com/tokyo_jtsu_e


 

2023.5.30 326 
【つづき・やり取り】 

組     合 会     社 

◆業務量の繁閑について示すこと。 

 

 

◎安全パトロール・意見交換会に繁閑はない。１０条

教育が７月から８月にかけて行う予定なので、第１

クォーターから第２クォーターが繁になると予想し

ている。 

 

 

 

【会社】現業機関での柔軟な働き方推進の趣旨を踏まえ、現業機関における業務量については、年間を通した

平均的な業務量の基準として、「変形等」「交代」「乗務員」の 1日当りの出面数(作業ダイヤ数)を「管理・

一般」に分けて示すこととする。なお、上長の指示で管理者が一般社員の業務を行うことや、一般社員

が管理者の業務を行う場合がある。また、業務の繁閑等に応じて、作業ダイヤを柔軟に設定(出面数や

勤務種別の変更)することとする。時代や環境の変化に柔軟に対応し、変革をスピードアップさせるた

めに仕事と組織を見直すものであり、働きがいの向上や経営体質の強化を実現していく。 

 

 

 

 

 

組     合 会     社 

◆企画・人事グループの仕事を具体的にすること。 

 

◆５月１８日に職場に掲示された資料の中に「上野駅連動

更新 PT」が突如入っている。これは、提案内容の変更

である。私たちは、昨年の提案内容で団体交渉を行っ

ている。再提案を強く求める。 

◆「上野駅連動 PT」について、いつ決めたのかを明らか

にすること。 

◆６月２２日の線路閉鎖の承認が出来ておらず、現場は混

乱している。理由を明確に示すこと。 

◆仕事の繁閑について、示すこと。 

 

◎実行計画や業務改革の支援、コンプライアンス、訓練計

画、システム関連対応業務分析に関する統計である。 

◎大きな提案の変更ではないので再提案はしない。団体

交渉で議論をしていきたいと考えている。必要なタイミ

ングであると首都圏本部で判断し、提案したものであ

る。 

◎「上野駅連動 PT」については、５月１８日以前に決めた

ことである。 

◎組織再編の移行中のため、線路閉鎖承認会議で調整を

しているところである。 

◎教育に関しては、第２クォーターが繫となることを予想

している。 

 

３．東京信号通信設備技術センター信号セクション企画・人材グループにおける「年間を通した平均的な業

務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと 

議論進まず、ここで終了。次回はこの続きから行います。 
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